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 近年,高令者人口の増加とともに泌尿器科領域に細いても老年者を診療する機会が多くなった。
 一般に老年者にかいては大なり小なり,各器官に器質的変化を伴っており機能的にも低下して
 いるものが多い。したがって老年者を治療する際には若壮年者にくらべて種々の点で異常がある
 ことに注意しなければなら左い。一般的にいって,老年者に多く起り易い偶発症は循環系,肺機
 能,肝機能,腎機能の不全であるが,泌尿器科ではとくに腎機能との関係が重視され,手術時に
 おける腎機能の変動が問題と左っている。老年者の腎機能については諸家の報告があるが,種々
 の条件下に冷ける腎機能を老年者の特色である腎の器質的変化と関連させて詳しく観察している
 ものが少ない。
 そこで私は東北大学泌尿器科に入院した60オ'以上の患者129名を選びそのうち腎生検で確
 実に系球体を7個以上採取できた100名冷よび対照若年者ろ名について検討を加えた。
 検査項目は入院時に腎生検による組織学的左姪を行ない,同時に腎クリアランス試験として,
 糸球体濾過値((}FR)・腎血漿流量(RPF),腎血流量(RBF),濾過率(FF),尿細管
 杉随・極量(TmPAH),尿細管再吸収極量(TmG)の測定を行なった。
 さらに手術症例に対しては,手術直前,手術後5日目～3週に腎クリアランス試験として,
 GFR,RPFの測定を行なった。
 腎生検法はKarkらの発表した腹臥位による経皮的腎生検法に従いvi皿Silver皿a丑の
 長針を使用して行なった。
 腎クリアランス試験として(}FRの測定方法は金井の方法によ餌e%チオ硫酸ソーダクリァ
 ラ・ンスにより測定し,RPFは20%パラアミノ馬尿酸ソーダクリアランスにより測定した。
 TmPA且は20%パラアミノ、馬尿酸ソーダを血中濃度が50π9/dl以上に:達づ』るように血
 中に負荷して求め,TmGは血漿中のブドウ糖濃度が50Dπ9/al以上に上昇するように血中に
 高張ブドウ糖(50%ブドウ糖)を負荷して測定した。
 その結果,つぎのような結論を得た。
 (1)腎生検所見にむいて腎小体に変化を示したものは100例中58例であり,尿細管病変を
 示したものは78例であった。さらに間質の変化を示したものは72例であり,血管の変
 化を示したものは69例であっ規しかし血管の変化は比較的軽度の場合が多かった。
 (2)腎生検所見と年令との関係をみると,尿細管変よび間質の病変は加令とともに増加し,両
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 (3)腎生検像に驚いて・とくに尿{1蹴i二軸よびi・4i質に高度病変がみられた症例は前立腺肥大症・
 前立腺癌などの尿路通過障害のあるものが多数であった。
 (唾)入院時腎クリアランス諸他は対照若年者群に比較していずれも低下していたが,この際,
 GF恥RPF,RBFが加令にほぼ平行して低下していた。
 (5)GF恥RPFは間質むよび尿細管病変が著明な症例にむいてとくに高度低下していた。
 (6)手術症例についてみると,対照若年者群に比較してαF馬RPFの変動するものが多く,
 とくに腎生検上,間質や尿細管に高度病変が認められ,上行感染の加わわったものほど術
 前から低下し,術後は更に低下し術後の回復も遅かったo
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 審査結果の要旨
 近雲高令者人口の増η口と・もに泌尿器科領域にむいても老年者を診療する機会が多くなつ∫こ。
 一般に老嬢者においては大在り小なり,各器官に器質的変化を伴左ってむり機能的にも低下してい
 るものが多い。しπがって老年者を治療する際には若壮年者に〈らべて種々の点で異常があること
 に注意しなければならない,一般的にいって,老頓着に多く起り易い偶発症は循環系・肺機能,肝
 機能,腎機能の不全であるが,泌尿講料ではとくに腎機能との関係が重視され,手術時にむける腎
 機能の変動が問題となっている。老隼者の腎機能については諸家の報告をみるが,種々の条件下に
 むける腎機能を老嬢者の特色である瞥の器質的変化と関連させて詳し(観察しているものが少ない。
 七く:で著者は東北大学泌尿器稗て入院しπ60才以上の患者10臼名および対照若年者5名に入院
 時腎生検を行なうと・もに腎クリ'フランス試験を施行し,GFR,RPF,RBR,FF,Tm軸H
 T幡の測定を行左つπ。さらに手術症例に対しては,手術直前手術後3日,1～5週に{}FR,
 RPFの測定を行なつ1こ。腎生検法はKarkらの発表し1こ皮的腎生検法に従い▽∬Sil¥eman
 の曼針を使用して行在つた。9研Rの測定法は金井の方法によって10%手量硫酸ソーダクリアラ
 ンス1てより溜1足し,RPFは20%パラ『アミノ、馬尿酸ソーダクリアランス1てよ堕測1定し1こ。TmPAH
 は20%パヲアミノ馬尿酸ソーダを血rPに負荷して求め,TmGは50%ブドウ糖を血中に負荷して
 測定し1ヒ。そrの結果1欠`わよう左婁書論を湧昇1こ。
 (1)腎生検所見1てお・いて腎小休に変化を示したものは100例中58{州であり,尿細骨病変を示
 しπものは78例であ窮さらに間質の変化したものは72例であり,血管の変化を示したものは
 6ウ例であった。しかし血管の変化は比較的軽度の場合が多かった,、
 (2)腎生検所見と年令との関係をみると,尿細管およひ聞質の病変は叩令とエもに増那し両者の
 闇には轍y平行関係が認められπ。
 (5)腎生f寅{象にお〉、て,とくrて尿細管および間質に高度病変力iみ・られアこ症秒Uは前立腺月巴ブ並前
 立腺働など,尿路通過障害のあるものが多数であっπ。
 (4)入院時腎クリアランス諸値は対照若年者群に比較していずれも低下していπが,この県,
 qPR,RPF,RBFが棚令にほy平行して低下していπ。
 (5)aFR,RPFは間質むよひ尿細管病変が著明な症例にむいてと(匿高度底下していπ。
 (6)手術症例についてみると,対照若年者群に比較してaFR,RPFの変動するものが多(,
 と(に腎生検上,間質や尿細管に高慶病変が認められ,上行感染の加わっπものほど術前から低下
 し,術後は更に低下して術後の回復も遅かった。
 溝令文は泌尿器屑老年患者に於いて腎生検像と腎クリアランス値の韻連性を充分に究明しπもの
 であり,学位論文として価値あるものと思われる。.
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